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研究や支援の目的は誰が決める？

子ども時代

いたいなあ…

意味あるのかな
あ…

小児科医時代
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共同創造
Co-production

• 市民や政策決定者、サービス利用者、家
族、サービス提供者が協働して、みんな
のために役立つ決定やサービスを生み
出す方法。

• このアプローチは、「サービスを利用する
人がサービスをデザインするのに最適な
人材だ」という原理に基づく。

• 受動的な消費者や、貧しい公費受給者
ではなく、当事者とその家族、友人、地
域社会は、より高い成果をもたらすサー
ビスを設計し、提供する能力を持つ重要
なエージェントとして理解される。 3

Interactive Good Practice 
Co-Prodiction Catalogue from Wales

Skills for Health Work with people and 
significant others to develop services to 
improve their mental health

Governance International

Barnes, M., Harrison, S., Mort, M., Shardlow, P. and Wistow G. (1999), ‘The new management of 
community care: users groups, citizenship and co-production’ in G.Stoker, New Management of 
British Local Governance. Houndmills: Macmillan.



• 研究の優先順位が民主的
に決められることはめった
にない。

• 学術研究者、製薬会社など、
治療開発に大きな役割を持
つ患者以外の利害関係者
が、研究テーマを決めてし
まう傾向にある。

• 治験で採用される効果判定
尺度は、実際に薬を飲むこ
とになる患者の関心からず
れている可能性がある。

①治療抵抗性の統合失調症への対処法
②再発徴候を早期に発見するために必要な訓練
③重度の精神疾患患者に対する外来強制治療の是非
④抗精神病薬による性機能障害への対処法
⑤支援付き就労の利点
⑥抗精神病薬の有害性は利点を上回るか？

⑦精神病エピソードを入院で治療することは在宅で治療するのと比べどんな利
点があるか？
⑧統合失調症患者の身体的健康をモニターすることの利点とコスト
⑨入院治療、ACT、急性期デイケア等の社会的・臨床的・経済的アウトカム
⑩統合失調症の体重増加はどう対処すれば良いか

当事者が求める研究課題トップ10 James Lind Alliance

(Lloyd & White, Nature, 2011)

協働は社会にとって有益なだけでなく、
よい研究にもつながる

(Nature, 2018; Durose et al, 2018; Hicke, 2018) 



東京大学における共同創造の主な取り組み

年 できごと

2012年 文科省科研費新学術領域研究の予算で、自閉スペクトラム症の研究員を当事者研究者として東
京大学先端科学技術研究センターで雇用

同研究プロジェクトで当事者研究ネットワークを構築

2015年 東京大学先端科学技術研究センターに「当事者研究分野」という新しい講座を設立

2018年 東京大学本部予算で、当事者研究分野にユーザーリサーチャーを3名雇用。それぞれ、発達障害、
統合失調症、聴覚障害をもつ。

平成30年度文科省課題解決型高度医療人材養成プログラム（精神関連領域）に、東京大学が
「職域‐地域架橋型ー価値に基づく支援者育成」という課題で採択され、当事者人材を養成・スー
パービジョンすることを1つの目的としたプロジェクトが始動

2020年 国内初の当事者研究ジャーナルを刊行予定

新学術領域：構成論的発達科学
（平成24年度～平成28年度）

当事者研究ネットワーク
（平成24年度～）

韓国で当事者研究が始まる（２００７）
べてるの家バングラデシュ訪問（２０１４）
イギリスで当事者研究紹介（２０１４）

当事者研究分野
（平成27年度～）

1. 当事者研究の実践
2. 当事者研究から生まれた仮説の検証
3. 当事者研究の研究



共同創造に向けた先端研の取り組み

環境整備 人的支援

RCAST NEWS 106号より



障害者の2つの主張

適切なサポートで障害のある
人も能力を発揮できる社会を
実現すべき

能力の有無を超えて尊厳の
ある人生を歩む権利がある

手術室での新生児処置 心臓超音波検査

乳児採血 救急搬送



「障害者はいないほうがいい」

「人間としてではなく、動物として生活を過ごして
いる」

「車いすに一生縛られている気の毒な利用者も
多く存在する」

「障害があって家族や周囲も不幸だと思った。事
件を起こしたのは不幸を減らすため。同じように
考える人もいるはずだが、自分のようには実行
できない」

2016年7月26日未明、神奈川県相模原市緑区千木良476番地にある、神奈川県立の知
的障害者福祉施設「津久井やまゆり園」に、元施設職員の男A（犯行当時26歳）が侵入し、
所持していた刃物で入所者19人を刺殺し、入所者・職員計26人に重軽傷を負わせた大
量殺人事件

相模原障害者施設殺傷事件





近年オリンピックは異様に盛り上がりを見せてい

ます４年に一度の祭典です。開催国には多くの観光
客、応援団が押し寄せます。建物はどんどん建ちま
す。そんな経済効果も生むオリンピックで成功した
人はヒーローとして報道されます。しかし、その陰で
は、成功できなかった人達が沢山いる事を忘れて
はならないと思います。なぜそこまで自分を追い込
めたのか、なぜ成功できたのか正直によくよく考え
てみると、ある一つの答えが見つかります。「運が
良かった」です。指導者に恵まれた。天候に恵まれ
た。相手が体調を崩した。審判が公平な笛を吹いた。
それも含めてのヒーローなのです。何万人の期待を
背負い、人生をかけ、成功できなかった。素晴らし
い人材なのに、それだけで自信をなくし、応援してく

れた皆さんに「申し訳ない」と自分を責めるのです。
０，何秒で負けた事で人生が変わります。でも、本
当の人生って、それで良いのでしょうか？もし、育
児中に、子供が０，１秒遅刻して責めていたら？

もうすぐオリンピックが東京で開催されます。経済
効果に喜ぶ陰には錯覚を起こした親や指導者、こ
れに言い返せない子供達、選手。これを手放しで喜
べるのでしょうか？私はオリンピアンとして冷静に向
き合おうと思います。

オリンピックの盛り上がりの陰で
小磯 典子

https://www.youtube.com/watch?v=KRKaDKK779w

JAMSNET東京第5回講演会

｢オリンピック・パラリンピック直前！ア
スリートと応援団のための健康対策｣



小磯典子 上岡陽江

野口聡一花岡伸和

田中ウルヴェ京筒井香 青山由佳

道下美里吉田知那美

能力主義的環境におけるスティグマとウェルビーイング
に配慮したパフォーマンス向上に関する研究会

メンバー(敬称略)

喜連川優



能力主義的環境におけるスティグマとウェルビーイング
に配慮したパフォーマンス向上に関する研究会

メンバー



研究会の目的
アスリート当事者の視点から・・・

• ウェルビーイング：成績向上だけではなく、人生全体の
ウェルビーイングを考える必要がある。

• スティグマ：負けることや、あるいは精神力が弱いこと
が恥ずかしい事とみなされ、追い詰められた時に周り
に助けてほしいと言い辛い環境を変える必要がある。

• とはいえ、成績向上との両立も無視しない。

アウトプットとして・・・

• スポーツの世界にアスリートが安全に弱さや困難を開
示でき、共有される文化を拡げたい

• 2020までに、当事者の立場から、優先度の高い研究
テーマや対策を提言したい
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ブラインドマラソンランナー
の抱える困難

1. 左右差
2. 後ろ重心
3. 路面情報
4. タイム予測
5. ピッチ情報
6. 軸の可視化
7. 睡眠ログ
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